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Abstract 
This study aimed at exploring how social information 

can be acquired by listening to the voice of one 

conversational partner in Japanese or English, which is 

varied with low path filters, and how this is affected 

by the autism quotient (AQ) sub factors. Results 

indicate that participants command AQ factors to 

process the filtered conversation of both languages and 

non-filtered Japanese. On the contrary they show less 

to process non-filtered English. 
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1. はじめに 

   何気なく他人の電話を聞いていても、その

電話の話し相手の人物像を想像して、その見えな

い第三者の言い分を補いながら聞いていることに

気がつくことがある。こうした音声を介して見え

ざる話者を想像することは、心の理論を駆使でき

る人間の持つ一般的な特徴である。社会的認知を

非常に駆使せざるを得ない人の社会においては、

使える手がかりを全て使い、他者の心の中を読み

解こうとする。人の声の中に存在する、多様な情

報は音声の肌理の勾配として捉えることができる。

そこには、一定のテンポとそれのずれや、声の強

弱のぶれ、間の取り方などから、相手話者との微

妙な緊張状態を察知させる、音声の不変項をピッ

クアップしているのかもしれない。 

 これまでの研究で、こうした状況で、嫌いな親

戚との会話や、マイペース男の深刻な話など、難

しい内容に関して、心の理論に関わる自閉症スペ

クトラム指数 AQ の要因が関わり、日常的な電話

として緊張感をもたらさない場合は、AQ が全く

絡まないことが見出された(Annen & Shibata, 

2007)。 

 また、電話が、母語か英語かでは、どの様な構

造的違いが見られるのかを日本人被験者で調べた

ところ、日本語のほうが英語よりも会話内容の意

味が汲み取れることから、逆に深く考えすぎてし

まい、誤解を生み出してしまう一方、英語は、意

味がくみ取れるほどではないため、抑揚や間の取

り方などによるプロソディが頼りになっているた

め、社会的関係によっては正確な認知ができるこ

ともわかった。 

 そこで、日本語と英語の音源にマスキングをか

け、どちらも意味を汲み取れなくした場合、AQ

因子とのかかわりにおいてどのような構造的変化

が生じるのかを調べることにした。 

 

2. 方法 

 被験者：大学生５５名（女性４２名、男性１２

名、不明１名）。手続き：さまざまな場面での映画

の電話場面から録音したもの１６場面を、それぞ

れ２０秒前後聞かせ、電話の話者とその相手との

関係や、相手の特徴を質問紙に従って推測しても

らう。今回はフィルタ無し音源とフィルタあり音

源（平均 519.37Hz、sd151.09 でローパスフィル

タをかけて、言葉の意味を消し去った。音源ごと

に、言葉として聞き取れなくなる限界を設定した

ため、ローパスの設定値がばらついた。）の要因を

加えている。電話会話の音声情報から電話の主と

聞こえない相手との関係などを推定させ、当ては

まらない(1)から、当てはまる(6)までの 6件法で答

えてもらった。 



3. 結果と考察 

  AQ の 5 因子と、総 AQ 得点を独立変数と

して、フィルタのかかっている音源と、かかっ

てない音源を、日本語、英語それぞれにおいて、

話者の性と、相手話者の性ごとの 15 の社会的

関係性項目を従属偏するとするステップワイズ

による重回帰分析を行った結果、有意になった

偏回帰係数を図 1、2 に示した。日本語の場合

には、フィルタのあるなしにかかわらず、有意

な回帰を示した本数は同程度であるのに対して、

英語の場合には、フィルタがかかっている場合

の方が明らかに多くの回帰がみられている。こ

れは、英語がはっきり聞こえていると、拒絶し

て端から心の理論を駆使するのを放棄してしま

うが、フィルタがかかると、拒絶感が薄れプロ

ソディックな情報を頼りに、社会的関係性を解

読しようとするため、日本語のフィルタありと

同程度の回帰が示されたと考えられる。日本語

で比較すると、フィルタがない場合には、Social 

Skill 因子が多くの回帰を示しているのに対し

て、フィルタがかかると、Communication 因

子や Local Details 因子に移行している。英語

でも、若干その傾向はあるが、フィルタがかか

ると、むしろ Social Skill 因子の関与が増える

傾向にあることがわかる。 

   15 項目の社会的関係性に関する評価点を、

正確な評価点から差し引いた値を、バリマック

ス回転を伴う主因子法で分析した結果、6 因子

が得られた（表１参照）。この６因子で説明され

る分散は、全体の 47.21%であった。それぞれ

の因子得点を、因子ごとに、フィルタの有無

(C/U)、言語要因（E/J）、話者の性（F/M）の被

験者内３要因分散分析を行った。 

 F1.近くの親しい人との日常会話では、1％水準

の 3 要因交互作用がみられ(F=27.93, df=1/54, 

p<.01)、フィルタがある場合は、英語、日本語と

も、女性話者が過小評価、男性話者が過大評価さ

れるが、フィルタがかかってないと、英語では同

様であるが、日本語では、男女話者とも、過小評

価されていることが示された(図 3参照)。 
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